
合同就職面談会



概要と特徴
当プロジェクトのような第3者からマッチング支援で提供しなければいけない重要な要素は、求人側と求職者の

出会いの場である。当プロジェクトの企画立案においては、当然こういった出会いの場を立ち上げるのは順当であ

ろう。しかしながら、人材の需給関係は、経済状況および雇用情勢によって大きく変わる。当プロジェクトは、その

点に着目した場合、以下を考慮し、どのような「出会いの場」を立案するかを考えた。

① 学卒者（対象教育機関:高校・専修学校・大学）を中心としたマッチング支援であること。

② この10年余りで教育機関の就職支援体制が量・質とも大きく進化していること。

③ ここ数年は、求職者である生徒・学生側が有利な売り手市場の時代であること。

①については、生徒・学生が就職を行う際、教諭・職員・教授が情報提供者となる。求人企業と求職者の間

に立っており、マッチングにおいては教諭・職員・教授の求人企業への納得や深い理解が極めて重要である。

②については、キャリア教育という言葉が公文書（中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接

続の改善について」 ）で初めて使用され、立命館大学でキャリアセンターが初めて開設された1999年以降、全

国の教育機関でキャリアセンターやキャリア支援部等が開設され、就職部に大幅な増強が行われ、2000年に入

ると専門キャリアカウンセラーの配置や職員の企業経験者の採用など活発に行われてきた。近年では、教育機関

での就職支援部署の職員も以前のような求人票の受理業務だけではなく、積極的な企業開拓や学生の面談

から得た個人情報に適応したマッチングを支援している。

③については、企業と求職者が出会う場を設けたとしても、ここ数年、生徒・学生は、そういった「場」に来ないと

いう状況が続いている。要因は就活サイトの機能充実や採用担当者の積極的なリクルーティング活動、そして近

年の新卒採用数の急増によって、生徒・学生の行動が変わり、求人企業が集まる「場」よりも、特定の企業への

コンタクトに重要性を置き、それに関する情報に従い、行動するのが「売り手市場」時の生徒・学生の行動になっ

ている。

以上の3点から、当プロジェクトでは、マッチング支援を直接的に求人企業と求職者を結び付ける場の提供では

なく、「企業と教育機関の就職担当者（教諭・職員・教授）との出会いの場」として、立案し実施した。

以上が、「合同就職面談会」を企画した背景である。

実施に際しては、地域の状況を考慮し、①千葉 ②成田 ③習志野 の3会場で、

大学・専修学校向け、高校向けと２つの学種別で開催。地域別学種別で合計6回開催した。

形式は、教育機関の就職担当者側が、ブースに座り、県内中小企業が訪問するという形式をとった。

求人
企業

教育
機関

生徒
学生

提供する出会いの場

合同就職面談会

採用担当者 教諭・職員・教授

説明・マッチング

保護者



実施内容

社　名
担当部署／

採用担当者名

連絡先

電話番号

連絡先

Eメールアドレス

勤務地域

（千葉県内で市・郡名）

勤務地域の

転勤の有無

　　有／無

当社が求める

人物像

事業概要

事業の特徴
（競争優位性、魅力、技術等）

社風・職場

の雰囲気

入社後、具体的

に行う職務内容

16年4月入社の

新卒採用実績数

大卒／高卒／専修学校卒

17年4月入社の

新卒採用予定数

大卒／高卒／専修学校卒

採用実績のある

県内教育機関名

入社後の新人研修制度

の概要

社員への研修制度

の概要

入社時までに習得が望ましい

学習内容、資格の内容

入社時までに経験

しておくと望ましいこと

当社で就業する上

で必要な能力・スキル

公的認定内容　※任意項目

グローバル展開について

※任意項目

　35歳の平均年収

※任意項目

朝の（実際の）出勤時間

※任意項目

特徴的な福利厚生／研修制度／行事、等

※任意項目

月の平均残業時間

※任意項目

企　業　情　報　シ　ー　ト

ユースエール認定企業　／若者応援宣言企業／社員いきいき!元気な会社宣言企業／「くるみん」認定企業／ポジティブアクション登

録企業／女性の活躍推進企業　等‥

　　　　時　　　　分ごろ

以　下、　任　意　項　目　に　な　り　ま　す。

合同就職面談会で配布する企業情報シートは、参加企業が事前に入力しメールにて当プロジェクトに送

信いただいた。入力する項目は、いわゆるハード情報（資本金、初任給、福利厚生、等）は一切、排除し

た。ハード情報は、別紙の共有で充分であるのと、本来、このシートは、教育機関担当者が生徒・学生（ま

たはその先の保護者）に、「当事者（生徒・学生）の気持ちを伴って」つなぐ役割でなければならない。その

ため、下記のようなソフト情報を中心にシートの項目を構成した。



合同就職面談会で配布する教育機関シートは、教育機関が事前に入力し、メールにて当プロジェクトに

送信いただいた。入力する項目は、次の2点を考慮し作成した。①教育機関側の担当者の「考え方」を、表

せる項目。②「●●大学（もしくは●●高校）は、こんなだろう」というイメージ・情報を覆す項目。下記のよ

うな項目を企業の採用担当者が読むことで、席に着いた際、教育機関の担当者と会話をしやすくし、新たな

マッチングの可能性を生み出させるきっかけをこのシートに課した。

学校名
担当部署／

採用担当者名

連絡先

電話番号

連絡先

Eメールアドレス

所在地域

（千葉県内で市町村名）

学生の

男女比

男性　　割

女性　　割

平成28年度時点の

設置学部・学科・コース・専攻
（来年度以降に設置予定の学部・学科・コース・専

攻がある場合はその旨を記載してください）

学位授与方針／

教育方針や教育の特徴

就職支援部署から見た

学生（生徒）の特徴・特性

就職支援方針

実施されている

キャリア教育／就職支援対策

の内容

昨年度の就職実績

（業種の割合）

※概ねでも構いません

昨年度の就職実績

（都道府県別割合）

※概ねでも構いません

学生の希望業種

（割合や傾向など）

学生（生徒）の希望職種

（割合や傾向など）

学生（生徒）の希望する

企業規模（割合や傾向など）

現時点で平成28年度卒業予定の

未内定／進路未決定の学生（生徒）

の概ねの人数や全体に対する割合

求人企業様への

ご希望／ご要望／ご意見

実施している留学制度、ボランティアや

地域活動、国際活動等の特徴的な活動

内定を複数もしくは早期に

獲得できる学生（生徒）の傾向

内定をなかなか獲得できない

学生（生徒）の傾向

以　下、　任　意　項　目　に　な　り　ま　す。

※下記の項目で、不明の際は不明とお書きください

県　内　教　育　機　関　情　報　シ　ー　ト



千葉会場 13：30～16：00
大学・専修学校向け 9月15日(木) 高校向け 10月20日(木) 千葉市生涯学習センター ３Ｆ

習志野会場 14：30～17：00  
大学・専修学校向け 10月12日(水)   高校向け 11月 9日(水) モリシアホール （モリシアオフィス４Ｆ）

成田会場 13：40～16：10    
大学・専修学校向け 9月28日(水) 高校向け 11月16日(水) 成田国際文化会館 １Ｆ 小ホール

出席予定者数 20 出席予定者数 75 出席予定者数 23 出席予定者数 53 出席予定者数 24 出席予定者数 73

出席予定校数 17 出席予定社数 52 出席予定校数 18 出席予定社数 35 出席予定校数 19 出席予定社数 52

出席者数 18 出席者数 65 出席者数 20 出席者数 46 出席者数 21 出席者数 59

出席校数 17 出席社数 47 出席校数 18 出席社数 30 出席校数 18 出席社数 42

欠席者数 2 欠席者数 10 欠席者数 3 欠席者数 7 欠席者数 3 欠席者数 14

欠席校数 0 欠席社数 5 欠席校数 0 欠席社数 5 欠席校数 1 欠席社数 10

出席率（校） 100% 出席率（社） 90% 出席率（校） 100% 出席率（社） 86% 出席率（校） 95% 出席率（社） 81%

出席予定者数 12 出席予定者数 72 出席予定者数 15 出席予定者数 55 出席予定者数 14 出席予定者数 69

出席予定校数 11 出席予定社数 49 出席予定校数 12 出席予定社数 38 出席予定校数 11 出席予定社数 45

出席者数 10 出席者数 47 出席者数 11 出席者数 41 出席者数 12 出席者数 47

出席校数 10 出席社数 36 出席校数 11 出席社数 31 出席校数 11 出席社数 32

欠席者数 2 欠席者数 25 欠席者数 4 欠席者数 14 欠席者数 2 欠席者数 22

欠席校数 1 欠席社数 13 欠席校数 1 欠席社数 7 欠席校数 0 欠席社数 13

出席率（校） 91% 出席率（社） 73% 出席率（校） 92% 出席率（社） 82% 出席率（校） 100% 出席率（社） 71%

企業側

１０月２０日（木）　高校向け １１月９日（水）　高校向け １１月１６日（水）　高校向け

千葉会場　　千葉市生涯学習センター 習志野会場　　モリシアホール 成田会場　　成田国際文化会館

教育機関側 企業側 教育機関側 企業側 教育機関側

企業側

９月１５日（木）　大学・専修学校向け ９月２８日（水）　大学・専修学校向け １０月１２日（水）　大学・専修学校向け

千葉会場　　千葉市生涯学習センター 成田会場　　成田国際文化会館 習志野会場　　モリシアホール

教育機関側 企業側 教育機関側 企業側 教育機関側



アンケート結果

と
て
も
有
意
義

だ

っ
た

ま
あ
有
意
義
だ

っ

た

ど
ち
ら
で
も
な
い

そ
れ
ほ
ど
有
意
義

で
も
な
か

っ
た

全
く
有
意
義
で
は

な
か

っ
た

と
て
も
有
意
義

だ

っ
た

ま
あ
有
意
義
だ

っ

た

ど
ち
ら
で
も
な
い

そ
れ
ほ
ど
有
意
義

で
も
な
か

っ
た

全
く
有
意
義
で
は

な
か

っ
た

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な
い

千葉会場　9/15 72.7% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 51.0% 38.8% 6.1% 4.1% 0.0% 90.9% 0.0% 9.1% 95.9% 0.0% 4.1%

習志野会場　10/12 53.3% 46.7% 0.0% 0.0% 0.0% 64.7% 32.4% 2.9% 0.0% 0.0% 73.3% 6.7% 20.0% 100.0% 0.0% 0.0%

成田会場　9/28 50.0% 41.7% 8.3% 0.0% 0.0% 57.1% 35.7% 3.6% 3.6% 0.0% 83.3% 16.7% 0.0% 96.4% 0.0% 3.6%

58 .7% 38 .6% 2 .8% 0 .0% 0 .0% 57 .6% 35 .6% 4 .2% 2 .6% 0 .0% 82 .5% 7 .8% 9 .7% 97 .4% 0 .0% 2 .6%

千葉会場　10/20 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.6% 58.8% 11.8% 8.8% 0.0% 90.0% 0.0% 10.0% 85.3% 0.0% 14.7%

習志野会場　11/9 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 51.6% 45.2% 3.2% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 96.8% 0.0% 3.2%

成田会場　11/16 72.7% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 53.9% 42.3% 0.0% 3.8% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 96.2% 0.0% 3.8%

70 .9% 29 .1% 0 .0% 0 .0% 0 .0% 42 .0% 48 .8% 5 .0% 4 .2% 0 .0% 96 .7% 0 .0% 3 .3% 92 .8% 0 .0% 7 .2%

今後もこのような企画を希望されますか？

教育機関 企業

平均

平均

教育機関 企業

大
学
向
け

高
校
向
け

有意義な情報交換は行うことができましたでしょうか？

概ね有意義な企画となった。今後の実施希望率は企業は全体平均で9割を超えている

企業　 教育機関との面談平均数 5.71 企業　 教育機関との面談平均数 5.15

大学・専修学校 企業との面談平均数 16.42 大学・専修学校 企業との面談平均数 19.5

企業　 教育機関との面談平均数 7.97 企業　 教育機関との面談平均数 6.26

大学・専修学校 企業との面談平均数 13.42 高等学校 企業との面談平均数 18

企業　 教育機関との面談平均数 8.62 企業　 教育機関との面談平均数 6.7

大学・専修学校 企業との面談平均数 13.94 高等学校 企業との面談平均数 17.19

9月15日　千葉会場　大学・専修学校向け

9月28日　成田会場　大学・専修学校向け

10月12日　習志野会場　大学・専修学校向け

10月20日　千葉会場　高等学校向け

11月9日　習志野会場　高等学校向け

11月16日　成田会場　高等学校向け

企業側の教育機関との面談平均数は、大学向けで平均7.43。高校向けで面談平均数は、平均6.04。



アンケート結果

9月15日　千葉会場　大学・専修学校向け　教育参加機関様アンケートコメント

9月28日　成田会場　大学・専修学校向け　参加教育機関様アンケートコメント

これほど多くの企業（特に高い技術力を持つ製造業）と名刺交換ができるとはおもわなかった。

「千葉会場」があれば、それで十分な気がします。

学内の企業セミナーではお目にかかれない企業と直接交流ができたため

各企業様から貴重なご意見などを伺うことができました。

千葉県での面談会に初めてお招きいただけ、企業様と情報交換できましたので。

初めてお会いする企業様が多く、今後学生へ紹介する企業が増えた

中小企業の方の採用状況、採用に関する考え方を知ることができたため

いつも求人を頂ける企業様でない方々とも（職人採用をされている企業様など）、ご挨拶できる機会を頂

けたためです。

多くの人事担当者と情報交換することができた

予想以上に多くの企業・団体の方とお話できました。

県内の優良企業様と情報交換が出来ました。

ブースに来た企業が少ない。

多くの企業の話を聞くことができ、今まで知らなかった企業をしることができました。各企業の求人票を

ご用意いただけたら、もっと具体的なお話ができてよかったのではないかと思ったので上記の項目を選択

しました

多くの企業採用担当者と話しをすることが出来た。

10月12日の習志野会場の合同就職面談会にて9社の企業と就職情報交換会ができ、10月17日に、そのうち1

社との学内企業説明会が実現することができたため

10月12日　習志野会場　大学・専修学校向け　参加教育機関様アンケートコメント

直接、情報交歓や質疑応答を重ねることで相互理解が深まったため。

人事担当者様と会うと会社の雰囲気がよく分かります

普段膝詰めで面談できない企業様、また、数年来の再会を果たした企業様方とお会いする機会に恵まれました。有り難う
ございました。主催者の皆様に感謝申し上げます。

普段学内のセミナーに出席いただいている企業とは違う顔ぶれであったため。

千葉県内の多くの企業様と採用状況などの情報交換ができたことが良かったです。

今まで当校をご存知なかった方に紹介することができました

沢山の企業の方と面談出来て、今後の学生就職内定に結び付くと確信した

学生が希望しそうな企業があった。縁があるかはこれからです。

当校の学生とマッチングするような企業の出会いとなったため。

千葉県内にもいろいろな業種の企業があることを改めて認識いたしました。

短時間で多くの企業と情報交換ができた。

未就職学生に合った求人情報が手に入ったことに加え、企業様の求人動向がわかり、来年度以降の参考に

もなりました。

初めて名刺交換する企業が複数あった。

初めて認識した優良企業と出会えたため

学生のニーズに見合った業種、職種の企業様と複数接点が持てた。

日頃お目にかかることの少ない、一般企業の採用ご担当者様と情報交換させていただけたのは大変貴重で

した。

日頃、なかなかお会いできない企業様との面談会はとても有難かったです。

大手ナビでは知り得ない求人情報の収集ができたため。

自分のブースに来る企業が少ない

短時間の間で地元企業の皆様とお会いすることができ、今後の学生に対する就職活動支援に活用すること

ができます

当校は留学生が多いのですが、留学生を採用したいという企業の担当者の方と直接たくさんのお話ができ

たのでよかったです。

新卒者採用に慣れていない企業が多かった。

今回の参加企業に関しては現場監督系、運転技術系の職種、またシフト制の求人が多かったようです。本

学短期大学部は女子学生が９割を占め、事務職系、自宅通勤可能な職場を希望する学生が多いのでマッチ

する企業が少なかったように感じました。ただ、成田、銚子、神栖地区から通学してくる学生が毎年数名

いるので、その地区の企業様と情報交換できたことはとても有意義でした。

大学・専修学校向け 参加教育機関アンケートコメント



アンケート結果
高校向け 参加教育機関アンケートコメント

各企業の事業内容、仕事の向き不向き等がよくわかった。

11月16日　成田会場　高校向け　参加教育機関様アンケートコメント

成田航空関連企業と懇談できた

たくさんの企業の方と情報交換ができた

まだ就職内定を得ていない生徒が半数近くいるため

予想外のところで、校の訓練が役立ちそうだと再認識できた。

名前が知られていない企業でも有望な会社があることを知ることができたことが大きな収穫だったです。

たくさんの企業

生徒の進路先が多数ありました

高校の進路指導の先生方にごあいさつできたことと、短時間の中で関連・非関連を含め、企業様をご紹介いただけたの

で、とても助かりました。

○各事業所の具体的な業務内容を知ることが出来た

○採用枠の具体数がわかり、今後の未内定者の指導に役立てることが出来る

関連する会社が少なかった

企業側の就職求人に対する考え方等が聞けて、大変参考になりました。

初めてお話を聞く会社様もあり、参考になりました。

多数の企業の方と直接お話を聞くことができ、勉強になりました。

就活を継続している生徒が30名近くいるため

技専側から高校さんへ全校ごあいさつすることができました。

また、求人も優良企業さんであることがよくわかり、生徒へも勧めやすくなります。

生徒の就職先企業の開拓は、我々のレベルでは限界を感じていた。

今回、このような企画の中で、新たな企業との交流の可能性が出て来た。

なかなか会社訪問ができないので、企業の情報をうかがうことができました。

改めて、会社の内容の確認ができた。未決定の生徒に推薦したい。

本年度だけでなく、次年度にもつながる求人票が期待できそう。

本校の現状、決定していない職種について話をきくことができたため。生徒への提供材料が増した。

10月20日　千葉会場　高校向け　参加教育機関様アンケートコメント

11月9日　習志野会場　高校向け　参加教育機関様アンケートコメント

疑問点等、詳しく伺うことが出来た。

今までお付き合いのなかった企業と直接情報交換できるチャンスとなる。

都市部の普通科でも就職が多い学校があることをお伝えできた。

講演、etcがなく、情報交換に専念できた。一社あたりの時間にも余裕があった

良い話がたくさんあるのですが、タイミングがもう少し早い方がよいと思います9月30日～10月上旬

新規企業と情報交換ができたのでよかった

多業種からお話しを頂いた点

企業情報を得られてよかったが、今年に限っては情報を活用して就職できる少ない状態です。

多くの企業さんと知り合うことができました。生徒の就職先も広がり有意義でした

当校に関連した企業の担当者とお話ができ、情報交換、専門校のPRができた

各企業のセールスポイント及び求める人材などを直接聞くことができとてもためになりました

企業の本音の情報が聞けたり本校のPRができたりして大変有意義でした



アンケート結果
大学向け参加企業アンケートコメント（抜粋）

いままで教育機関に直接PRすることがなかったので

未内定者情報および就職地域や職種、その他学生の皆さんの希望が確認でき有意義でした。

各教育機関の学部・科がよくわからないままでした。しかし、今回窓口の方から直接現状を教えて頂き、来年度に向け採

用の間口が広がりました。

多くの教育機関の方と接することができたこと、ＯＢ・ＯＧが在職していることをアピールできたこと。

県内大学の就職室の方が集合しており、アポを取り一校ずつ回る手間が省けた。

学校様側のニーズを把握することができ、それに合わせて求人をご紹介することができた点がよかったです。事前のアン

ケートや、その内容を企業側、学校様側それぞれに資料として配布してくださったのが、とても参考になりました。

多くの学校の就職課担当者と面識を持つことが出来ました。

一度に多くの学校の就職担当者とお会いできたので大変ありがたかったです

来年度の卒業生の就職はほとんど決まっているようでしたが、また再来年の就職者につながるよう会社をアピールできた

ので有意義でした

知らない学校を知れたので

学校側の担当者の方と情報交換ができ、今後の採用向上に繋がればと考えます

お話をしたことの無い方もいらっしゃったため、出会いの場としては非常にありがたいものでした。しかしながら、学校

側（特に専門学校）の採用意欲のレベルがまちまちで、危機感の高い我々のような企業側と若干温度差を感じる場面も

あった。

1社1社では、なかなか教育機関の担当者様とは接触しにくい中で、17もの教育機関を集めていただき、様々な話をするこ

とができましたので、大変有意義でした。

個別応対形式で順番待ちが多く、どの学校もコンタクトが待たされたため。

教育機関のご担当者を知る貴重な機会でした。今回の採用に結びつく情報は少なかったです。

一度にいくつもの教育機関とお話をするのは中々できないのでよかったと思う。

福祉系を希望される学生を抱える学校が少なかった。

採用実績のない大学との挨拶ができたこと

各就職課のかたと直接会話ができたことで、繋がりが持てた。

当方が期待した学校が数校不参加であったから

各大学担当者と積極的な情報交換を行うことができた。

この面接会は学生と企業による面接会ではなく、学校と企業による面談会で、学校側の就職状況と企業側の採用状況を情

報交換しながら人材のマッチングを目指す試みでとても画期的な試みと感じました。企業側のニーズを踏まえた学生の紹

介をお願いする絶好の機会だと思います

企業が多すぎて全ての学校関係者と名刺交換が出来なかった。

当社に当てはまる技術系学科を持つ教育機関が少なかった。

理系（化学系）の大学が少なかった。

各教育機関の教育方針や就職率など、直近の情報交換ができたため。

求職者が全くいなかった。

県の企画でもあり費用面でも安心して参加できました。また、予め参加者（校）や実施方法についても事前案内があり参

加しやすかった。

学生及び学校の現在の就職状況を把握できたため

今後の学内会社説明会への参加の糸口ともなり、また学生への周知度もアップ出来る様になるのではないかと思います。

一般事務募集が多かった。

各学校側のご担当者様より、学生の状況や内定までの流れ等が聞けて、とても参考になりました。

教育機関の皆様と企業の情報をもとに、アピールやコミュニケーションがとれました。

お話もしやすい環境で、有り難うございます！

様々な学校様と情報交換できたため。非常に有意義な時間でした。

就職に向かう学生に対し、学校側がどういった形で指導、見守ってきたか等々、知ることができたから。いずれにせよ、

こういった機会を設けて頂き、ありがとうございました。

弊社として新しい試みだったので、学校側の意向や学生の就職活動の動きなどが把握できた為。

採用担当者に自社をアピールできる場であった。

もう少し回転が早いと良かったと感じました。（せめて幅広く簡単な名刺交換が出来ると良いと感じました）

今年度卒業される生徒の話がメインであったため

日頃お付き合いのない学校様とのやり取りが出来ました。

感謝申し上げます。

澤田様におかれましては、介護・福祉分野の手前どもを輪に混ぜていただき

重ねて感謝申し上げます。

今まで接点が無かった学校と、詳しく話す事が出来た。

一日でたくさんの就職担当の方とお話しでき、実際に学生を紹介して頂いたので。

効率があまり良くなかったのと、行きたかったのにいけない学校が複数あったため

遠方の学校とお会いすることが出来たから

今回の形式の面談会は初めてだったので、雰囲気がわかりました。



アンケート結果
高校向け参加企業アンケートコメント（抜粋）

お世話になっている学校様と挨拶ができたため

今年の高卒生は他の会社さんにほとんどの方が内定をもらってしまったので、今回の面談会では採用は0だったの

で、来年頑張りたい。

これまで接点の無かった学校様と面識を持て、情報交換が出来たこと。

お世話になった学校へお礼のご挨拶が出来た

学区外だと思っていた学校でも、広域で募集をしている事が知れた為。

時間制限がある中でも丁寧にご対応頂けました。

技術専門校・通信制高校の先生とはお話したことがなく、今回話を伺い参考になった。

他の高校については過去に訪問したことがあり、再度ご挨拶ができてよかったと思います。

機会としては有意義だが、介護系はやはり弱いと感じる

現在の就職未定者数が判り、次年度の傾向も確認できました。

新しくご挨拶できた学校が多数ありました。

旧交のある先生のいらっしゃる学校で、進路担当をされている先生とお話が出来て

高校情報シートが役立つ資料となった

時間制限のため、各学校様への説明が十分にできなかった。

各校の就職指導担当者からの現況の情報収集が行えた。また、追加募集のPRが出来た点が良かった

です。

ターゲットとなる学校が１校だけだったため。

新たな学校を知ることができた。

電話でしかお話したことがない学校と会うことができた。

新たな学校を知ることができた。

電話でしかお話したことがない学校と会うことができた。

指導の先生方から色々とお話を聞けた。

このような面談会を実施頂けると、学校様はともかく企業側としては効率的であり非常にありがたい

催しです。

なかなか一度に数校の先生方にお会い出来る機会がないので。

当社の仕事内容の理解と人脈づくりが出来た。

学校だけでなく、他社さんの話し方、伝え方等も見ることが出来、自分自身も学ぶことが出来まし

た。

現状や来季に向けてのお話が出来ました。

担当の先生と面識を持てたのは良かった。来春卒業生の、内定をもらっていない学生が思っていたよ

り少なかったのが、今年の就職活動の厳しさを感じた。

工業高校の先生と情報交換が出来た

時期的に、ほとんどの生徒さんの就職先が決まっており、今年度の追加募集という意味では難しい状況ではありまし
たが、もともと、11月の開催ということで、「来年以降への種まき」との意識でおりましたので、それぞれの学校の状況
や進路の傾向についてお聞きすることができ、また、物流関係（特にドライバー職）に就職する生徒がゼロではないこ
とも確認でき、大学・専門学校の時に続き、参加させていただいた意義は大きかったです。
また、求人票と会社案内を持って学校訪問をさせていただいた学校も何校かありましたが、何れの先生も、訪問したこ
とだけでなく、どのようなことを話したかも憶えていて下さり、大変ありがたかったです。

技術専門校や普通科の学校の状況を伺えた点。弊社は製造工場なので工業系の生徒さんを中心に新卒雇用してい
るため

高校の就職状況の実態が分かった。来年度への卒業生へのアプローチの手掛かりができた

就職状況について先生方より情報を頂きました

個別に訪問するよりは、効率的。出来れば求人票解禁時期に実施して貰いたい



成果と課題

合同就職面談会は、参加した企業と教育機関から予想を上回る高評価であった。売り手市場の時期になっ

て久しいが、教育機関の就職担当者、企業の採用担当者の双方とも行うべき手法は新たな局面を迎え、変革

を余儀なくされている。そういった状況下の中、今回の合同就職面談会の開催において、以下の点が浮かび上

がった成果であろう。

① 複数回の合同就職面談会を行うことで、就職担当の教諭・職員と地元中小企業の接触の機会が一

気に増え、新たなネットワークが短期間に構築できたこと。

② 何度も参加することで、就職担当の教諭・職員に「何を語ればいいのか」「どうすれば興味を持ってもらえ

るのか」を多くの中小企業の採用担当者が経験し、伝え方の練習ができたこと。

③ お互い（中小企業の採用担当者と教育機関の教諭・職員）の不確かなイメージを払拭できたこと。

①については、中小企業側からは教育機関に訪問しようとしても誰に連絡を取ればいいのか糸口が見つからな

かったり、売り手市場の近年では教諭・職員からの対応として書類送付のみで済まされてしまいがちな状況下の

中、ここで対面しておくと、次回以降のアポイントが取りやすくなったことは大きい。対話をすれば様々な情報が交

換され、双方の印象に残れば、次回、対面しやすくなる。

②については、日常の教育機関への訪問では、終了後に採用担当者は伝えたメッセージの感触であったり、説

明内容の過不足感を気にしたりと、心配して終わるケースがほとんどであろう。しかし、合同就職面談会では、すぐ

にその反省を次のブースで活かすことができた。また順番待ちの最中に、他の企業がどのような伝え方をしているの

かをじっくり聞くこともできる。教育機関側の反応も間近に見ることができ、「次はこういう伝え方にしよう」とすぐに試

すことができる。

③については、教育機関側では、「〇〇業種は、うちの学生に合わない」「〇〇業種って、こうだろう」というイメー

ジを持ち、中小企業側では「〇〇高校は進学校だろう」「〇〇大学は当社なんて相手にしてくれないだろう」とイ

メージを持っている。そこを当面談会の（ハード情報を含まない）情報シートを介しながら、会話することでイメー

ジが間違っていたことにお互いが気づくことができた。

課題であったのは、売り手市場の近年では、内定率の上昇が毎年、早くなっている。そのため、9月以降の開催

は、すでに年度内の採用から来年度の採用の情報収集に移りつつあった。このような合同就職面談会はより早

期に開催すべきであった。また、参加企業の採用担当者への面談会での振舞い方、話し方のレクチャーを行うべ

きであった。今回のような教育機関と採用担当者の面談会に初めて参加する採用担当者も多く、開始してから、

「どのような話をすれば良いのか」という質問を受けることが数件あった。採用力向上を目指す上では、こういった場

での効果的な情報交換の方法も採用担当者にレックチャーする機会を設けるべきであろう。



≪参考≫広報チラシ
企業向け

大学向け 高校向け



9月15日（木）

大学・専修学校

10月20日（木）

高校

9月28日(水）

大学・専修学校

11月16日（水）

高校

10月12日（水）

大学・専修学校

11月9日（水）

高校

1 敬愛大学 県立八千代西高等学校 敬愛大学 県立八千代西高等学校 千葉商科大学 県立松戸南高等学校

2
国際理工情報デザイン専

門学校
県立松戸南高等学校 神田外語大学 県立東総工業高等学校 神田外語大学 県立船橋北高等学校

3 神田外語大学 県立生浜高等学校 成田国際福祉専門学校 東京学館高等学校 成田国際福祉専門学校 県立薬園台高等学校

4 成田国際福祉専門学校
県立市原高等技術専門

校
東京情報大学

県立我孫子高等技術専

門校
麗澤大学 県立鎌ヶ谷西高等学校

5 国立千葉大学 千葉聖心高等学校 城西国際大学 県立八街高等学校 流通経済大学 県立犢橋高等学校

6
イーストウエスト外国語専

門学校

県立船橋高等技術専門

校
東洋学園大学

県立船橋高等技術専門

校
千葉工業大学

県立船橋高等技術専門

校

7 江戸川大学 県立茂原樟陽高等学校 順天堂大学 あずさ第一高等学校 東洋学園大学
県立我孫子高等技術専

門校

8
上野法科ビジネス専門学

校

県立鶴舞桜が丘高等学

校

千葉経済大学・千葉経

済大学短期大学部

県立東金高等技術専門

校

千葉経済大学・千葉経

済大学短期大学部

県立東金高等技術専門

校

9 千葉日建工科専門学校
県立東金高等技術専門

校
千葉商科大学 県立松尾高等学校 植草学園大学 県立船橋豊富高等学校

10 国際武道大学 県立大網高等学校 植草学園大学 県立我孫子東高等学校 国立千葉大学 県立我孫子東高等学校

11 川村学園女子大学

千葉職業能力開発短期

大学校成田校（ポリテク

カレッジ成田）

県立多古高等学校

千葉職業能力開発短期

大学校成田校（ポリテク

カレッジ成田）

中山学園高等学校

12 千葉情報経理専門学校 流通経済大学
聖徳大学・聖徳大学短

期大学部

13 千葉県立農業大学校 千葉工業大学 城西国際大学

14 流通経済大学
千葉県立東金高等技術

専門校
青山学院大学

15
千葉経済大学・千葉経

済大学短期大学部
川村学園女子大学 成蹊大学

16 千葉商科大学
千葉県立我孫子高等技

術専門校

第一工業大学　東京上

野キャンパス

17

千葉職業能力開発短期

大学校（ポリテクカレッジ

千葉）

イーストウエスト外国語専

門学校
敬愛大学

18
第一工業大学　東京上

野キャンパス
川村学園女子大学

習志野会場　モリシアホール成田会場　成田国際文化会館千葉会場　千葉市生涯学習センター

≪参考≫参加教育機関一覧


